
１　これまでの支援内容（着色部は、前回（４月９日時点）からの更新内容） 令和６年７月９日　正午　現在

所管部 支援内容 支援内容の詳細 添付資料

人的支援

・総務省災害マネジメント総括支援員（※）の危機管理室職員２名を石川県輪島市（輪島市災
害対策本部）へ派遣（１月４日～１月12日、１月17日～１月25日、３月21日～３月23日）
・総務省応急職員派遣制度に基づく石川県輪島市での避難所運営マンパワー支援のため、大阪
府隊として危機管理室職員５名を派遣(２月15日～２月22日、３月10日～３月17日、３月26日
～４月２日、５月７日～５月14日、５月15日～22日)。
≪輪島市復旧支援協定に基づく支援≫
・輪島市復旧支援協定に基づき、４月16日から８月までの間、復興本部体制立ち上げ、避難所
の閉鎖行程作成・閉鎖、受援マネジメント、災害ケースマネジメント対策などの行政マネジメ
ントを支援するため、順次必要な職員を輪島市に派遣(４月16日～現在まで、のべ24人を派
遣）

健康医療部 人的支援

・大阪府看護協会から災害支援ナースの派遣依頼を受け、市立吹田市民病院の認定看護師１名
を石川県輪島市に派遣（１月15日～１月18日）
・大阪府が派遣する災害時健康危機管理支援チーム（DHEAT）の一員として部内の保健師１名
を派遣（１月18日～１月24日）
・公衆衛生チームの一員として、１月30日～２月15日の期間で部内の保健師２名、事務職２名
を派遣（各班５～６日間派遣）。
・公衆衛生チームについて、３月８日～３月13日の期間で薬剤師１名、３月16日～３月21日の
期間で部内の事務職1名の派遣。
・公衆衛生チームについて、大阪府が期間を４月末まで延長することになり、４月17日～４月
22日の期間で保健師（福祉部）１名を派遣。

人的資源

・被災建築物応急危険度判定の応援可能な人数について大阪府から照会があり、５名派遣可能
と回答。
　（派遣先は石川県の穴水町・志賀町・七尾市・中能登町・羽咋市・輪島市・能登町・珠洲市
のいずれかで、派遣期間は１クール５日間。）
・大阪府との調整により、１月21日より被災宅地危険度判定の応援業務に２名の職員派遣を準
備
・応急危険度判定応援の職員派遣が１月21日で終了することとなり、派遣中止。

消防本部 救助活動

・総務省消防庁長官からの緊急消防援助隊出動指示に基づき、緊急消防援助隊大阪府大隊１次
派遣の３次編成（吹田市１次派遣隊）として、消火隊１隊５名を派遣（１月１日～１月５日）
・この後、消火隊の交代要員として吹田市２次～５次派遣隊（１月５日～１月20日）をそれぞ
れ５名ずつ派遣
・現地における大阪府大隊活動支援のため、１月16日の吹田市５次派遣時に後方支援隊１隊２
名を追加派遣。
・この後、後方支援隊の交代要員として吹田市６次～７次（１月20日～１月29日）をそれぞれ
２名ずつ派遣。
・大阪府大隊における現地派遣隊の一部引揚げにより、消火隊は吹田市５次派遣隊の派遣を最
終とし、現地の活動を終了後、１月21日に帰隊。
・大阪府大隊における現地派遣隊の一部引揚げにより、後方支援隊は吹田市第７次派遣隊を最
終とし、現地の活動を終了後、１月29日に帰隊。これをもって、本市からの緊急消防援助隊派
遣による被災地支援は終了。

吹田市の支援状況（輪島市関係情報）

総務部

都市計画部



２　今後予定している支援内容、応援派遣要請（予定分含む）（着色部は、前回（４月９日時点）からの更新内容）

所管部 支援内容 支援内容の詳細 添付資料

総務部 人的支援
≪輪島市復旧支援協定に基づく支援≫
・輪島市復旧支援協定に基づき、４月15日から８月までの間、復興本部体制立ち上げ、避難所
の閉鎖行程作成・閉鎖、受援マネジメント、災害ケースマネジメント対策などの行政マネジメ
ントを支援するため、順次必要な職員を輪島市に派遣（８月まで引き続き実施予定）

環境部

人員機材支援
・人的支援

・災害廃棄物
受入

・環境省から災害廃棄物処理支援要請があった際に、現地に人員機材の派遣が行えるよう準備
を行っている。
＜応援派遣要請＞
・環境省より、浄化槽復旧の対市民受付や委託業務発注等に関する業務支援の依頼　３月末日
～５月末日（職種問わず）。
＜災害廃棄物処理＞
・大阪府より、災害廃棄物受け入れについて照会があり、本市の現状受け入れ見込みを報告

※総務省災害マネジメント総括支援員・・・
　被災市の長への助言、幹部職員との調整、被害状況や応援職員のニーズ把握、被災県・関係機関・総務省との連携などを行う


